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新発寒地区の連合町内会などで構成される新
発寒街づくり委員会の主催で行われた新発寒
地区の冬の恒例行事「雪に親しむつどい」。
地区内７カ所の会場で雪像作りや雪中運動会、
餅つきなどが行われました。

西宮の沢の冬の風物詩として楽しんでもらお
うと、西宮の沢連合町内会や児童会館をはじ
めとする地区の多くの団体で企画、開催しま
した。会場の西宮の沢児童会館裏の広場を、
アイスキャンドルの穏やかな明かりが幻想的
に彩りました。

手稲の冬の一大イベント「２００５年ていねやま雪の祭典」。ロッジ・ていね前特
設会場とテイネオリンピア聖火台エリアを舞台に、子ども雪合戦大会やジャイ
アントスラローム大会、歩くスキーの集いなどさまざまな種目が行われ、参加
者は手稲山の雄大な自然の中で大いに雪を楽しみました。

新発寒街づくり事業

「雪に親しむつどい」 ２／１３

２００５年ていねやま雪の祭典 ３／１３

▲朝日公園での雪中ゲームの様子

雪中パークゴルフ

スノーモービル

人間ばんばレース

ウウォォッッチチンンググ てていいねね

子ども雪合戦大会

ソリすべりコーナー

歩くスキーの集い

２００５アイスキャンドル大作戦
イ ン

in西宮の沢 ２／７～１２

▲第１回目となる今年は、約６００
個のアイスキャンドルが並べられ
ました

ジャイアントスラローム大会

耐寒ラジオ体操

わいわい広場


